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令和５年度第二次補正予算編成にあたってのポイント

物価高騰対策に要する経費として、22億8,700万円を計上
◇ＬＰガス料金負担軽減（1億5,700万円） ◇高圧電力電気料金支援（4億6,700万円）
◇公衆浴場・商店街装飾灯助成（400万円） ◇福祉施設等経営安定化支援金（2億8,400万円）
◇プレミアム付商品券追加発行（2億6,800万円） ◇キャッシュレスポイント還元（11億700万円）

自転車ヘルメット購入費助成に要する経費として、4,400万円を計上

このほか、
●マイナンバーカード交付、ポイント申込支援（2億3,300万円）
●ワクチン接種関連経費（12億8,200万円）
●保育所等の運営費における公定価格の改定等（2億2,700万円）
●出産・子育て応援ギフト下半期分（1億8,400万円） など をそれぞれ計上しています。

補正概要

会計名

補正前の額 補正額 補正後の額 補正額 Ｂ の財源内訳

Ａ Ｂ Ｃ （Ａ＋Ｂ） 特定財源 一般財源

一般会計 226,587,573 4,782,804 231,370,377 2,264,095 2,518,709

合 計 226,587,573 4,782,804 231,370,377 2,264,095 2,518,709
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補正予算案の主な項目
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価格高騰に伴い、ＬＰガス料金上昇の影響を受ける区内のＬＰガス利用者への負担軽減策として、一般家庭や事業者、１利用者
当たり5,000円の使用料金の値引きを行う支援事業を実施します。

産業経済課

１．対象者

区内のＬＰガス利用者
約３万世帯（事業者含む）が対象

２．補助額

１利用者あたり上限5,000円

３．スケジュール

【令和５年７月】

●販売事業者（区外事業者も対象）へ
事業エントリー募集

●販売事業者向け事業説明会

予算額 157百万円
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葛 飾 区

販売事業者

利 用 者

①交付申請
④実績報告

②交付決定
⑤支援金支払い

③値引き料金で
販売

≪支援のイメージ≫

23区初！一般家庭を対象！

ＬＰガスの利用料金を助成します！

【令和５年９月～令和６年２月】

●販売事業者による値引き販売実施

▽家庭用ＬＰガス小売価格の推移(東京都墨東地域)

石油情報センター「価格情報」を基に作成

※値引き販売を行うＬＰガス販売事業者に
対しては、事務経費１～３万円を支払います。



価格高騰の影響を受け経費負担が増加している区内の中小事業者や私立学校等に、高圧又は特別高圧の電気
使用量に応じた支援金を支給します。

商工振興課

１．補助対象者 以下のいずれかに該当する者（対象約1,700事業者）
(１)区内で一年以上事業を継続している中小企業で、以下(ⅰ)(ⅱ)いずれかに該当する者

(ⅰ)区内に主たる事業所を有する者（高圧・特別高圧電力を使用する事業所が区外でも可）
(ⅱ)区外に主たる事業所を有するが、区内に高圧又は特別高圧電力を使用する事業所を有する者

(２)区内を主たる事務所の所在地とする学校法人が設置する、
学校教育法第一条に規定する学校を有する者
（幼稚園、小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校、
特別支援学校、大学及び高等専門学校）※太字表記は区内に対象があるもの

２．補助額
補助対象者の設置する事業所（区内に主たる事業所がある場合は国内の事業所。区外に主たる事業所がある場合は区内
の事業所。学校は区内に限る。）１か所の高圧又は特別高圧の使用電力量が、令和５年４月から申請日までの間の任意
の月において以下の区分に該当する場合、各区分に応じた補助額を支給する。１事業主または理事長につき１回支給。

３. 受付期間
令和５年９月から11月を予定

高圧・特別高圧電力利用事業者を支援します！ 予算額 467百万円

1か月の使用電力量 補助額

1kwh以上３万kwh未満 200,000円

３万kwh以上５万kwh未満 300,000円

5万kwh以上 500,000円
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学校も対象！



商店街の装飾灯管理助成を拡充します

電気料金等の値上げに伴い、影響を受けている商店街に対して、既存補助制度の更なる拡充を図ります。

予算額 ４.3百万円

商工振興課

補助事業名 概要 令和5年度（現行制度） 令和5年度（拡充後）

商店街装飾灯
管理助成費

装飾灯の電気料金等管理に要する
費用を補助することで、商店街の負
担軽減や交通の安全・犯罪の防止に
寄与することを目的とする

一基あたり7,200円/年 一基あたり8,400円/年

当初予算額1,900万円
補正予算額310万円
（合計2,210万円）

商店街への支援
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公衆浴場へのガス代助成を拡充します

補助事業名 概要 令和5年度（現行制度） 令和5年度（拡充後）

公衆浴場設備
改善等助成費

浴場営業に必須となるガス代の一部を
助成して、浴場経営を安定させ、経営を
支援することを目的とする

補助率1/2
上限額210万円/年

補助率1/2
上限額225万円/年

当初予算額2,880万円
補正予算額120万円
（合計3,000万円）

公衆浴場への支援

ガス料金等の値上げに伴い、影響を受けている公衆浴場に対して、既存補助制度の更なる拡充を図ります。



物価高騰が続く中、区民生活に必要不可欠な医療・福祉等のサービス提供事業者に対して、経営の安定化を目的に
区で独自支援金を給付します

予算額 284百万円
福祉施設等の経営安定化に
向けて の支援金を給付します

30万円
／1事業所

10万円
／1事業所

２ スケジュール（予定）

入所系施設以外
（約2,400施設）

入所系施設
（約130施設）

7月から順次申請受付を開始し、給付する 8

政策企画課

施設分類 施設数 予算額
・特別養護老人ホーム等 64施設 1,920万円
・病院・有床診療所 34施設 1,020万円

・障害者入所施設等 36施設 1,080万円

・軽費老人ホーム 4施設 120万円
・養護老人ホーム 1施設 30万円

施設分類 施設数 予算額

・無床診療所・歯科診療所
薬局・柔道整復等

1,273施設 1億2,730万円

・介護サービス事業所
【通所・訪問等】

724施設 7,240万円

・障害福祉サービス事業所
【通所・訪問・相談】

174施設 1,740万円

・私立保育所等 170施設 1,700万円
・私立学童保育クラブ 73施設 730万円

１ 対象施設・給付額

区独自



商工振興課

区内商業の活性化及び消費者サービスの向上を図ることを目的として、４月より、かつしかプレミアム付商品券

12万セットを販売（申込締切5月25日）しました。発行予定数を大幅に上回る応募があり、好評を博している

ため、10万セットを追加販売します。

区内商店も家計も応援！
プレミアム付商品券を追加販売します！

予算額 268百万円
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発行総額 12億円

販売総数 10万セット（1人5セットまで）

プレミアム率 20%

販売価格
1セット（500円×24枚＝12,000円）

を10,000円で販売

商品券内訳
1セット24枚綴りのうち一般商店専用券14枚

大型店・一般商店併用券10枚

使用期間
令和5年11月1日（水）
～令和6年1月31日（水）

商品券イメージ

追加

5セット購入で

最大10,000円分
お得！

総額12億円！



商工振興課

区内中小規模の店舗を応援するため、既存のキャッシュレス決済を対象店舗で利用した区民等に
対して最大２０％のポイント還元を実施します。

街のお店を応援！
キャッシュレス決済で最大２０％還元！ 予算額 1,107百万円

還元額１０億円！最大 ％ 戻ってくる

キャッシュレスポイント還元事業

キャッシュレス決済総額 約50億円（還元額１０億円）

対象キャッシュレス決済（予定）
au PAY（コード支払い）、d払い、楽天ペイ（コード・ＱＲ払い）

ほか調整中

付与上限
（1決済事業者当たり）／１人

5,000円相当／回
（10,000円相当／期間中）

還元率 最大20%

対象店舗 区内の中小規模の店舗
※大型店、大手チェーン店等は対象外

キャンペーン期間（予定）
令和５年12月1日（金）～12月31日（日）

※予想を上回るご利用があった場合、
キャンペーンは早期終了することがあります。

ほか調整中
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令和５年４月に改正道路交通法が施行され、自転車利用者に対し、自転車用ヘルメットの
着用が努力義務化されました。
自転車利用者のヘルメット着用を促進し、交通事故による被害軽減につなげるため、本区では、
購入対象店舗を限定せず、自転車用ヘルメットの購入費を3,000円を上限に助成します。

交通安全対策担当課

１．対象者
自転車を利用する区民

２．補助対象のヘルメット
右表のいずれかの安全基準の認証を受けている「新品」のヘルメット
※店頭での購入：〇 インターネットでの購入：〇
（フリーマーケット、個人間売買は対象外）

３．補助金額
3,000円を上限に購入金額分を助成
※１人あたりヘルメット１個かつ１回限り

４．補助対象となる購入対象時期
令和４年12月20日（自転車に乗る際のヘルメット着用を努力義務
とする改正道路交通法が閣議決定された日）以降

５．申請方法
申請書等の必要書類（※）を添えて、オンライン申請及び郵送にて提出
（郵送の場合、申請書は、区ホームページからダウンロードまたは交通政策課窓口で取得）

６．申請受付期間（予定）
令和５年８月～令和６年２月末

自転車用ヘルメットの購入費を助成します！
予算額 44百万円
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自転車用ヘルメット安全基準一覧

ＳＧマーク
（一般財団法人製品安全協会の安全認証）

ＪＣＦマーク
（公益財団法人日本自転車競技連盟の安全認証）

ＣＥマーク
（欧州連合の欧州委員会の安全認証）

ＧＳマーク
（ドイツ製品安全法の安全認証）

ＣＰＳＣマーク
（米国消費者製品安全委員会の安全認証）

購入費について
3,000円を上限に助成！

インターネットで購入した
商品も対象に！

R4.12/20まで遡り
補助対象に！

ヘルメット着用を含めた
自転車の安全利用に関する
チラシを作成し、正しい自転車
ルールの普及啓発も図ります！

必要書類（※）
●申請書 ●氏名と現住所が確認できるもの（運転免許証のコピー等）●領収書等の購入した商品がわかるもの
●安全基準マークが写っているヘルメット本体の写真 など



青砥駅周辺の街の賑わいを活性化するため、「人生ゲーム」55周年イベントを
区・タカラトミー・京成電鉄・青戸商店会連合会が協働し開催します。

区内の京成線で、アプリを起動し、各駅に貼ってあるポス
ターにかざすことで、スタンプがたまる。

青砥駅周辺の賑わいを創出！
親子でスタンプ＆クイズラリーイベントを開催します！

予算額 4.5百万円

青砥駅周辺の商店街で出題されるクイズに正解すること
でスタンプをゲット。

商工振興課

親子でスタンプ＆クイズラリーイベント概要（予定）

開催時期 ： 夏休み期間にあわせて実施予定

まちあそび人生ゲームについて

△第四回まちあそび人生ゲームＩＮ葛飾の様子

青戸の街を舞台に商店街をマスに見立てて、実際にルーレットを回し歩
いてめぐる、リアル人生ゲームのイベント『まちあそび人生ゲームＩＮ葛飾』
が好評で過去４回開催されています。
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スマホにアプリをダウンロード

スタンプを集めた画面を商店街の中の景品交換所で見
せると「記念品」がもらえる。



どこに相談したらよいかわからない等のお困りごとに対し、年齢や収入、障害の有無などにかかわらず、生活上の

様々な不安や課題を、世帯単位等でまるごと受け止め、福祉の専門職員が寄り添いながら一緒に

解決策を考える窓口です

くらしのまるごと相談窓口とは？Q

くらしのまるごと相談窓口の状況

A

こんな相談をお受けしました

予約不要・相談無料・ご自宅での訪問相談も実施

5月8日～26日

電話相談 167件

窓口相談 127件

開設から
約1か月

三世代の家族で、世帯の構成員それぞれに、高齢者の介護、中高年

世代の障害、子どもが不登校気味等の困りごとがあり、これからどうした
らよいかわからない。

高齢者だが、ひきこもりの子と同居しており、自分が高齢になるなかで

今後の生活が不安である。 仕事を辞めて、生活が苦しい。債務もありどうしたらよいか。

生活の状況や今までの経過等お困りごとの背景をお聞きし、一緒に状況を整理

したうえで、関係する支援制度におつなぎしたり、複合的なお困りごとは関係する

支援機関でチームを作って支援しています。

外国籍の母親に代わって、公的機関への手続き等、母親の支援を

するため学校生活に支障をきたしている。


